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キーワード 

◆ 在宅療養支援診療所 ◆ 24 時間体制       ◆ 在宅医療の算定状況 

◆ 関係機関との連携    ◆  有床診療所           

 

ポイント 

◆ 全国の在宅療養支援診療所（以下、届出診療所と呼ぶ）の医師を対象に、運営体制

や連携などの現状や、今後の方向性等や課題を把握するため、アンケート調査を行

った（対象 5,276 施設、有効回答は 1,808 施設で有効回答率は 34.3％）。（P.1） 

◆ 24 時間体制が求められる届出診療所において、72.4％の診療所で在宅担当医師が

一人体制であった。医師一人が週 7 日担当する届出診療所は 73.5％あった。（P.16） 

◆ 在宅医療の算定は届出診療所の 91.0％で行われていた。施設入所者等に対する「特

定施設入居者等医学総合管理料」は 19.4％、「在宅時医学総合管理料 2」は 35.5％

の届出診療所で算定されていた。１施設当たりの月算定件数は「在宅時医学総合管

理料 1」が 15.0 件、「特定施設入居者等医学総合管理料」が 3.5 件の計 18.5 件であ

った。また、「在宅患者訪問診療料１」が 23.3 件、居宅系施設入居者の場合に算定

する「在宅患者訪問診療料 2」が 10.4 件であった。（P.21-P.24） 

◆ 病院や看護ステーションとの連携については、約 9割の届出診療所がうまくいって

いると感じていた。一方、診療所との連携については、連携がとれていると感じて

いる届出診療所は約7割であり、病院との連携度に比べると約20ポイント低かった。

また、日常的な診療や緊急時の連携と比べ、カンファレンスを通じた連携は困難な

様子が見られた。特定施設などの各種施設とはそもそも関わりがないとの回答が約

3 割を占めていた。（P.26-P.37） 

◆ 提供上の課題については、「医療費の患者負担の高さ」と共に、「在宅患者に関する

書類作成時間の確保」や「ケアカンファレンス等の時間の確保」なども 3 割を占め

た。地域で在宅医療進展のために必要とされている最大の課題は、緊急時の病床確

保であった。病院だけでなく入院機能を持つ有床診療所との連携強化が期待される。

（P.43-P.45） 

◆ 今後「在宅医療のウエイトを減らしていきたい」と回答した施設は約 6％であり、

大半が在宅療養届出診療所を維持していきたいという意向であった。（P.47） 

 



はじめに 

  

今後ますます少子高齢化が進む中、従来からの医療に加えて、住民の住み慣れた地域にお

ける在宅医療の進展は、地域医療の重要な課題のひとつである。2006年の第五次医療法改正

で、24時間体制で往診や訪問看護を実施する在宅療養支援診療所が新設された。自宅におけ

る終末期ケアや慢性疾患の療養等への対応が行われることが期待されているが、それを実現

するには診療所内の体制のみならず地域間の連携が不可欠である1。 

そこで、在宅医療の中核的存在として期待されている在宅療養支援診療所の提供と連携の

現状を把握すると同時に、在宅医療を取り巻く環境の整備改善に資することを目的として 

本調査を行った。この調査が今後の在宅医療の推進の一助になれば幸いである。 

 

 末筆ながら、業務多忙のなか本調査にご回答をいただいた多数の診療所長様に心から感謝

申し上げる。 
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研究員 佐藤 和孝 

 

 

 
                                                 
1日本医師会では、2007年1月「在宅における医療・介護の提供体制－『かかりつけ医機能』の充実－指針」を示

している。 
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